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  カワウの保護・管理に関する研修会 報告 

 

＜研修会について＞ 

過去には２泊３日で毎年開催場所を変えながら開催し、講義のほか、現地視察や、ねぐらでの個

体数調査の実習、胃内容分析の実習、管理計画作成の実習などを組み入れていた。 

新型コロナウイルス感染症の拡大を機に、２０２０年度からオンラインに変更し、主に講義中心

の構成になった。参加者へのアンケートをもとに毎年改善して開催している。 

 

２０２０年度 

 開催時期・回数： 11-12月 隔週で２回開催 

 講義時間・講師数： １回あたり１時間半 講師各１名 ※環境省・水産庁講義除く 

 参加者数： 77名（都道府県 45名、市町村 32名） ※申込者数ベース 

 

２０２１年度 

 開催時期・回数： 10-11月 隔週で２回開催 

 講義時間・講師数： 基礎編３時間 講師４名／応用編２時間 講師２名 ※環境省・水産庁講義除く 

 対話型講義（講師との個別事例意見交換）約１時間 

 参加者数： 160名（都道府県 68名、市町村 84名、国 8名） ※申込者数ベース 

 

２０２２年度 

 開催時期・回数： ６月 ２週連続で２回開催 

 講義時間・講師数： 基礎編約２時間 15分 講師２名 ※環境省・水産庁講義除く 

 応用編２時間 45分 講師３名 

 参加者数： 206名（都道府県 100名、市町村 102名、国 4名） ※申込者数ベース 

 

＜２０２０年度の結果について＞ 

■研修会のアンケート結果まとめ 

・ 講義の内容、オンラインによる受講については非常に好評。 

・ 内容は、初心者には内容が盛り沢山すぎてついてこれないところがあるようだが、必要十分な

内容だとの認識を持ってもらえている。同じ内容でも、毎年受講したいとの意見。担当者の異

動もあるため、毎年同じ内容で良いとの意見も複数ある。 

・ 生活環境被害対策としてのねぐら・コロニー管理と、溜池での漁業被害対策については講義に

含めていなかったがニーズがある。具体的な事例の紹介をして欲しいという要望は多数ある。 

・ 2021 年度の講義時間は長いとの意見も多くあったため、講義を減らし少し短縮した。それに

よって、長いと感じた参加者は減った。ちょうど良いとの意見は多く、中にはもう少し長く時

間をとって欲しいという意見もあった。 

・ 質疑は、もっと長く時間を取ってじっくり聞きたいという意見が複数あった。 

・ オンライン開催だから参加できた、という意見が多数あり、継続を望まれている。Ｗｅｂ会議
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システムの不都合などの不満はほとんど出されていないが、対面や実習を望む意見はある。 

・ 2022 年度は開催時期を秋から春に変更したが、非常に好評。 

 

＜開催方法と研修会の長さについての選択項目アンケートの結果＞ 

 

 

 

 

＜カワウ対策の課題についての選択項目アンケートの結果＞ 

 カワウ対策の課題については、選択項目を提示し該当する項目にチェックしてもらう形式で回答を得

た。最も多く選択された項目は「現状把握ができていない」、次いで多かったのが「行政の人手がたりな

い」であった。出席者の所属別にみると、県の担当者では「行政の人手がたりない」が最も多く、次い
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Ｑ３．オンラインによる受講 県 市町村 国

0

10

20

30

40

50

60

70

短い やや短い ちょうど良い やや長い 長い 回答なし

Ｑ４-A．基礎編研修会の長さ（2.25時間）
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Ｑ４-B．応用編研修会の長さ（2.75時間） 県 市町村 国
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で「地域間の情報共有・連携ができていない」が多かった。市町村の担当者では「現状把握ができてい

ない」が飛びぬけて多く、次いで「対策手法の知見がない」が多かった。 

  

                                         

 

 

【参考】令和４年度カワウの保護・管理に関する研修会プログラム 

・基礎編講義 ----------------------------------------- 

13:50 接続受付開始 

14:00-14:05 開会あいさつ 

14:05-14:20 講義「鳥獣保護管理の法制度等」 環境省鳥獣保護管理室 

14:20-14:35 講義「カワウ被害対策の進め方と水産庁事業について」水産庁栽培養殖課 

14:35-14:40 休憩 

14:40-15:25 講義「カワウの生態とモニタリング調査」 講師：加藤ななえ（鳥獣保護管理プランナー） 

15:25-15:30 休憩 

15:30-15:50 講義「カワウの生息状況と季節移動」 講師：高木憲太郎（バードリサーチ） 

15:50-16:15 質疑 

16:15 閉会 

・応用編講義 ---------------------------------------- 

13:50 接続受付開始 

14:00-14:45 講義「ねぐら・コロニーの分布管理と繁殖抑制」 講師：坪井潤一（水産技術研究所） 

14:45-14:50 休憩 

14:50-15:35 講義「個体数調整をすべき状況の判断と実際」 講師：須藤明子（イーグレット・オフィス） 

15:35-15:40 休憩 

15:40-16:25 講義「鵜的フェーズと管理計画の作成」 講師：山本麻希（長岡技術科学大学） 

16:25-16:45 質疑 

16:45 閉会 
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